































































































































































































（文理閣・2004年８月刊）（Agent Orange in the Viet Nam War: History and Con-














































































































































































































　2005 年８月 15 日、
2005年新英研・日越友
好協会東京都連ベトナ
ムツアー参加の36人と
一緒に、ハノイ郊外の
「ベトナム友好村」で、
パソコン教室の施設設
備の贈呈式を行い、記
念撮影をした。友好村
の子どもたちもうれし
そうだった。昨年10月
私が「ベトナム友好村
新日本委員会代表」として初めて参加した「ベトナム友好村国際委員会第10
回総会」の時には、土台しかなかった場所に、パソコン教室を含む学校が建
てられて、パソコン10台と立派な横断幕が飾られて、私たちを待っていた。
真っ赤なベールを子供たちと一緒に引いて、みんなの笑顔いっぱいの感動的
な除幕式をした。
　ベトナム友好村には、いま120人の子どもたちがいるが、いままでは刺繍と
縫製が、技術習得の課程だった。これからは、パソコンの技術を習得して、
現在パソコン使用がとても盛んなベトナムで、自立への準備に役立つことに
なる。また、パソコンというコミュニケーションの手段が、枯葉剤の犠牲の
子どもたちが世界と交流し、つながれるようになれたら、と心から願わずに
はいられない。
写真３　犠牲児の写真（戦争証跡記念館）
写真４　 2005年８月15日、贈呈式の記念写真
　パソコン贈呈のことをマイゾー委員長に報告したところ、ドイツ、アメリ
カ、カナダの代表からお祝いとお礼のメールが届いた。
　枯葉剤の犠牲者は、ベトナムだけでも300万人いるといわれ、子どもたちは
80万人いるという。2004年１月ベトナム枯葉剤被災者の会が結成され、アメ
リカの製薬会社を告訴したが、今年３月理不尽にも、棄却された。アメリカ
退役軍人の枯葉剤被災者には、補償金が出されているのにかかわらず、アメ
リカ政府はベトナムに毒薬を大量に撒いた戦争責任を謝罪もせず、補償もし
ていない。今後、「ベトナム友好村」などへの支援と同時に、アメリカの戦争
犯罪を糾弾し、ベトナム枯葉剤被災者のアメリカ製薬会社の告訴裁判の支援
を国際的に進める必要がある。
（あはら　しげみつ）
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